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を流れる小河川において NaCl トレーサーを用いた予備実験を行った．実験に際し，まず NaCl トレーサーを
一定の強度で流路内へ注入するための器機（マリオットボトル方式の注入器，MBI）を自作し，注入強度の
安定性を確かめた．その結果，平均注入強度が約 1.5 ml/s の条件において変動係数は 0.5% 未満であり，MBI
の安定性は良好であった．次いで，長さ約 25 m の調査区間の上流端から約 4 時間に渡り NaCl トレーサーを
注入し，下流端での電気伝導度（EC）の変化を調べた．この注入実験を落葉期の直前と直後に 1 回ずつ行っ
た結果，1）落葉直後は直前よりも NaCl トレーサーの下流端への到達速度が遅いこと，2）流量の日変化が
EC に影響を与えること，3）EC の上昇区間においてスパイク状の変化が現れる場合があること，及び 4）注





















実験と OTIS モデル（One-dimensional Transport 





























1，図 2）．W2 には 90o-V 型ノッチが取り付けられ
ており，ノッチの越流水深（H，単位：m）と流量




測量した結果，区間長 25m，平均水面幅 1 m，流







　実験は，落葉期の直前（2011 年 10 月 19 日）と













図 1　量水堰堤 W1 と W2 の位置．蒜山演習林基本図（1976
年測図）上に示しており，図中の数字は林班名，カ
タカナは小班名を意味している．














え始める．これ以降，10 ～ 60 分の間隔をおいて，
60 秒間に流出する水量を 3 回測定し平均値を求め，
注入強度を算出した．測定は，ストップウォッチと








（2011 年 10 月 19 日）と直後（2011 年 11 月 09
日）に行った．実験では，調査区間の上流端に設置
した MBI から NaCl トレーサーを一定の強度で流
路に注入し，下流端に設置した EC センサ（ES-51，
HORIBA）で EC の時間変化を計測した．注入開







　MBI の注入強度の安定性に関する確認は 6 回試
みた．しかし，初めの 3 回は，ピペットチップ内
に空気が入っていたり，ピペットチップの切れ端
（幅約 1 mm，長さ約 5 mm）が入っていたり，あ
るいは開栓が不十分であったりしたため，流入強度
の時間変化が大きかった．このため注入強度の安






強度の平均値は 1.5 ml/s 程度であり．最大値と最
小値の差は大きくても 0.02 ml/s，変動係数は 0.5%









図 3　量水堰堤 W2 の越流水深と流量の関係







する NaCl トレーサーを感知して EC 値が立ち上り，
そのあと EC 値が安定し，さらに EC 値が低下する
様子を把握することができた（図 5）．注入開始か
ら EC 値が立ち上がるまでの時間は，落葉期の直前
























時間で EC の計測を止めたが，1 時間程度では EC
値は落ち着いておらず，本調査区間ではより長い時
間の測定が必要であると考えられる．なお，落葉期
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